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ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
を
中
心
に
、

金
曜
日
の
10
時
～
正
午
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

主
婦
も
元
気
で
太
陽
の
よ
う
で
あ

り
た
い
と
い
う
共
通
の
思
い
を
持
っ

た
40
代
～
70
代
の
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
活
動
を
始
め
た
の
が
、
サ
ー
ク

ル
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
で
す
。

　

合
唱
指
導
を
行
っ
て
い
る
井
上
代

志
子
先
生
は
、
気
さ
く
な
明
る
い
先

生
で
す
。
そ
の
人
柄
と
指
導
に
惚
れ

込
ん
で
、
欠
か
さ
ず
練
習
に
参
加
し

て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
先
生
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
自
由

に
楽
し
く
歌
う
こ
と
。

「
合
唱
＝
合
笑
」
で
す
。

　

練
習
中
で
も
先
生
の
き
び
し
く
も

温
か
い
指
導
に
笑
い
が
絶
え
な
い
、

ま
さ
に
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
の
様
な

明
る
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

「
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
歌
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
楽
し
い
で
す
」。

「
練
習
す
る
歌
は
、
日
本
語
や
ド
イ

ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
で
あ
っ
た
り
、

演
歌
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
も

幅
広
く
て
、
頭
の
体
操
に
も
な
り
ま

す
よ
」
。

「
私
は
、
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
聴
い
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
す
ぐ
に
連

絡
を
し
て
皆
さ
ん
方
の
お
仲
間
に
入

れ
て
も
ら
い
ま
し
た
」。

「
私
は
、
笑
い
に
来
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
い
つ
も
心
も
体
も
解
放
さ
れ

て
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
家
に

帰
っ
て
い
ま
す
」。

「
歌
以
外
に
も
、
人
生
勉
強
が
で
き

る
場
所
で
す
ね
」
と
、
一
人
ひ
と
り

が
明
る
い
口
調
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

「
で
は
、
全
員
で
『
花
』
と
『
ア
メ

イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
』
を
歌
い
ま
し

ょ
う
」
と
熱
唱
。

　

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
歌
い
上
げ
る

コ
ー
ラ
ス
は
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
感

動
そ
の
も
の
で
、
思
わ
ず
拍
手
を
送

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。
３
月
に
行

わ
れ
る
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
の
「
ひ

ば
り
が
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出
演
し
、
そ
の
歌

声
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

只
今
、
会
員
募
集
中
！

連
絡
先　

宮
坂
☎
458
・
２
４
８
５

「
ひ
ま
わ
り
」
（
女
声
合
唱
）

芝久保公民館
　

30
年
に
お
よ
ぶ
戦
争
を
経
て
、

復
興
に
向
け
て
歩
ん
で
い
る
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
。
治
安
が
悪
化

す
る
中
、
食
料
・
教
育
支
援
活

動
に
奔
走
す
る
講
師
が
肌
で

感
じ
た
戦
争
の
実
態
。
そ
し

て
平
和
へ
の
願
い
。
一
緒
に
、

平
和
の
大
切
さ
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き
＝
３
月
13
日

（土）

　‌

10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
芝
久
保
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
青
年
層
の
市
民

▼
定　

員
＝
20
人

▼
講　

師
＝
市
川
斉ひ

と
し（

シ
ャ

ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
）

▼
申　

込
＝
当
日
、
直
接
芝
久

保
公
民
館
へ

　

セ
ロ
ハ
ン
を
使
っ
た
自
由
な
色
の

組
み
合
わ
せ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
万
華

鏡
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
光
を
通

し
た
と
き
の
模
様
が
楽
し
め
ま
す
♪
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▼
と
こ
ろ
＝
保
谷
駅
前
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
の
小
学
1
年

生
～
3
年
生

▼
定　

員
＝
15
人
（
申
込
順
）

▼
講　

師
＝
北
川
由
紀
子
（
フ
ァ
イ

バ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

）

▼
材
料
費
＝
一
人
500
円

▼
持　

物
＝
エ
プ
ロ
ン
（
又
は
汚
れ

て
も
い
い
服
装
）・
色
鉛
筆
・
筆

記
用
具
・
袋
（
持
ち
帰
り
用
）

▼
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３
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ら
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で
保
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駅
前
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館
へ

保谷駅前公民館

コミュニティ文庫取材・アフガンのこどもたちと

食料運搬のため馬で移動する市川さん

講師　市川斉さん

　尺八は竹という素朴な作りですが、その独特な響きは味わい深く、聴

いている人を幽玄の世界に誘うことでしょう。箏も歴史が古い楽器で、

音色も繊細で心に浸みます。日曜日の午後のひと時、ゆったりと尺八と

箏との演奏をお楽しみください。

▼と　き＝３月21日（日）15時～16時

▼ところ＝保谷駅前公民館

▼対　象＝市内在住・在勤・在学者

▼定　員＝60人（申込順）

▼出　演＝筒
たけ

石
し

賢
けん

昭
しょう

山
ざん

（東京学芸大学教授・尺八）、森田敬子（宮城会・箏）

▼申　込＝３月５日（金）10時から電話で保谷駅前公民館へ

保谷駅前公民館

森
田
敬
子
さ
ん

筒
石
賢
昭
山
さ
ん


